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市町村 事例報告書寄稿

公立大学法人名桜大学大学院
看護学研究科博士後期課程
特任教授 鈴木 啓子

「こんなハンドブックが欲しかった︕」

こころの不調や精神疾患は、私たち誰もが生活の中で、経験しうるものです。
しかし、こころの病で本人が苦しんでいても、周囲からはわかりにくかったり、助けを

求めることが難しかったりします。特に、長期入院している精神障がい者の方々をは
じめ、障がいを持ちながら地域で暮らす方々の支援については、精神科医療機関
や地域の援助事業者による頑張りだけでは限界があります。地域によっては利用
できる資源も予算も限られていることがあります。
そんな中で、どのように、子どもから大人、高齢者まで、精神障がいの程度にかか

わらず誰もが安心して自分らしく暮らせる地域づくりができるのでしょうか。これは支
援者だけではなく地域で暮らす私たち皆の問題です。「難しいさ～」「だからよ～」で
は終わりたくない。
このハンドブックには、７つの好事例と県内すべての居住支援情報(住まい探し、

保証人代行、暮らし支援など)、相談支援窓口情報が掲載されています。「こんな
ことが、今、利用でき るのか︕」「こんな取り組みをやっているんだ︕」「もしかしたら、
うちでもやれるかも︕」といった、気づき、ひらめき、可能性を見せてくれます。
令和2年度からの県内各市町村での地域移行・地域定着支援に関する好事

例及び課題の検討の分析から抽出されたエッセンスが本ハンドブックには詰まってい
ます。一歩進む、勇気と希望をもたらしてくれると思います。
当事者の皆さん、ご家族、支援者の皆さん、専門家の皆さん、県民の皆さんに

是非、ご一 読頂けたらと思います。
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